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霊
源
域
が
、
当
初
の
日
奈
久

断
層
帯
か
ら
北
東
の
阿
蘇
地
方

や
大
分
県
、
さ
ら
に
は
熊
本
地

方
の
南
西
側
へ
と
中
央
構
造
線

（
Ｍ
Ｔ
Ｌ
）
断
雇
帯
の
延
長
線

随
世
紀
の
豊
後
地
震
と
似
る

大災害の連鎖
警戒呼び掛け
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’1596"9月の地震記録白と活断層
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上
に
拡
大
し
て
い
る
熊
本
地

霞
。
安
土
桃
山
時
代
の
焔
世
紀

末
に
別
府
湾
か
ら
四
国
、
近
溌

へ
と
Ｍ
Ｔ
Ｌ
沿
い
に
大
地
露
餓

連
鎖
し
た
座
長
の
豊
後
地
震
や
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万~ち
て、
い研
る究
o者

Mは
T整

港琴
、呼

西び
日掛

伏
見
地
震
と
状
況
が
似
て
お

本
を
東
西
に
横
断
す
る
日
本
過

大
級
の
断
層
帯
。
地
霞
考
古
学

者
の
寒
川
旭
さ
ん
は
「
約
４
０

０
年
前
は
、
５
白
間
で
別
府
漣

か
ら
近
翻
ま
で
Ｍ
Ｔ
Ｌ
沿
い
の

約
４
０
０
散
に
わ
た
り
、
大
地

露
承
続
い
た
。
活
断
層
が
ど
こ

か
ら
動
き
始
め
詞
ど
こ
で
止
ま

る
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
。

今
回
の
熊
本
地
震
で
も
、
近
い

将
来
、
Ｍ
Ｔ
Ｌ
沿
い
や
延
長
線

上
の
ど
こ
で
地
震
が
起
き
て
も

お
か
し
く
な
い
」
と
話
す
。

舶
世
紀
の
大
地
震
は
、
豊
後

（
大
分
県
）
で
始
ま
っ
た
。
豊

臣
秀
吉
が
天
下
統
一
し
て
間
も

な
い
１
５
９
６
（
文
禄
５
）
年

９
月
１
日
午
後
８
時
ご
ろ
、
別

府
湾
の
海
底
断
層
鰯
動
き
、
激

し
い
揺
れ
と
津
波
が
湾
岸
を
襲

っ
た
。
寺
社
や
民
家
ぷ
次
々
倒

堀
し
、
由
布
院
な
ど
で
山
崩
れ

が
多
発
。
砂
州
状
の
場
所
に
あ
一

つ
た
国
際
貿
易
港
「
沖
の
浜
」

、

６
７
凸
■
凸
日
Ⅱ
８
９
■
汀
。
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■
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日
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（
大
分
市
）
が
液
状
化
や
地
滑
一

ｂ
で
消
滅
し
、
後
世
に
「
瓜
生

島
の
沈
没
伝
説
」
が
生
ま
れ
た
。

文
献
を
総
合
す
る
と
、
１
日

の
豊
後
地
襲
は
京
都
市
か
ら
鹿

児
島
県
で
記
録
さ
れ
た
ほ
ど
の

大
地
霞
で
、
４
日
に
は
最
大
余

慶
と
み
ら
れ
る
地
煙
が
発
生
。

両
日
の
地
震
記
録
地
は
、
Ｍ
Ｔ

Ｌ
沿
い
に
き
れ
い
に
並
ぶ
。

さ
ら
に
５
日
、
近
畿
で
慶
長

伏
見
地
農
が
発
生
し
、
真
の
継

体
天
皇
陵
と
さ
れ
る
今
城
塚
古

墳
（
大
阪
府
高
槻
市
）
が
崩
落
。

秀
吉
自
慢
の
伏
見
城
彙
都
市
）

は
全
壊
し
、
近
く
の
木
津
川
河

床
遺
跡
（
京
都
府
八
幡
市
）
に

は
大
規
模
な
地
割
れ
や
液
状
化

の
跡
承
残
っ
て
い
る
。
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